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＜種子植物 被子植物 Ⅱ群（単子葉類）イネ科＞ 愛知県：絶滅危惧Ⅱ類 （国：リスト外） 

＜ANGIOSPERMAE POACEAE＞ AICHI：VU （JAPAN：－） 

イブキヌカボ Milium effusum L. 

 

【評価理由】 

 個体数階級 3、集団数階級 3、生育環境階級 3、人為圧階級 2、固有性階級 1、総点 12。温帯性の
植物で、愛知県では生育地、個体数ともに少ない。 

 

【形 態】 

 多年生草本。根茎は横にはう。稈は単生または少数が束生し、無毛、高さ 60～120cm になる。葉
は互生し、短線形、長さ 10～20cm、幅 1～1.5cm、白緑色、先端は鋭頭、葉鞘は無毛、葉舌は白色
の膜質で、長さ 3～10mm ある。花期は 6～7 月、円錐花序は長さ 15～25cm で、各節から 2～5 本
の枝を直角またはやや下向きに開出し、その先端部に数個の小穂をつける。小穂は有柄、卵形、長
さ約 3mm、淡緑色、1 個の小花からなる。小花は、熟すとすぐに苞穎を残して脱落する。 

 

【分布の概要】 

 

【県内の分布】 

 東：2 豊根（芹沢 81447, 2007-6-2）。西：5

稲武（芹沢 81407, 2007-5-28）。6 設楽西部（名
倉、加藤等次 s.n., 1957-6-2）で採集された標
本もある。4 津具で 1978 年に採集された標本
もあるという（小林 2006）。愛知県のものは、
いずれも本種としてはかなり小型である。 

 

【国内の分布】 

 北海道、本州、四国、九州。全国的にはそ
れほど希少な植物ではない。 

 

【世界の分布】 

 北半球の温帯～亜寒帯に広く分布する。 

 

 

 

 

【生育地の環境／生態的特性】 

 山地の落葉広葉樹林内や林縁に生育する。 

 

 

 

 

【現在の生育状況／減少の要因】 

 点在しているだけで、個体数は少ない。伐採や造林地の手入れ不足により減少している。 

 

【保全上の留意点】 

 造林地に関しては、間伐等の適切な手入れが必要である。 

 

【特記事項】 

 直角からやや下向きに開出する花序の枝が特徴である。伊吹山の地名がつけられているが、全国
に分布する植物である。 
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